
- 1 -

○
環
境
省
令
第
十
七
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
七
条
の
二
第
四
項
（
第
十
四
条
の
二

第
三
項
、
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
条
第
六
項
（
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
の
三
第
二
項
、
第
三
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十
四
条
第
十
四
項
た
だ

し
書
、
第
十
四
条
の
二
第
三
項
並
び
に
第
十
四
条
の
四
第
十
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
を
実
施
す
る
た
め
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
十
七
年
九
月
十
三
日

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。
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第
二
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
二
条
の
七

法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ

ま
で
（
同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（
同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、

同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と

い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由

四

当
該
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

第
三
条
第
五
項
第
十
一
号
中
「
該
当
し
な
い
旨
を
記
載
し
た
書
類
」
を
「
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
削
る
。
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第
五
条
の
三
第
四
項
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
削
る
。

第
五
条
の
五
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
五
条
の
五
の
三

法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ

ま
で
（
同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

三

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

四

法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

五

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（
同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、

同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
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い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由

六

当
該
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

第
五
条
の
十
一
第
二
項
第
七
号
中
「
該
当
し
な
い
旨
を
記
載
し
た
書
類
」
を
「
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る

書
面
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
十
二
号
」
及
び
「
及
び
第
八
号
」
を
削
る
。

第
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
ハ
及
び
第
三
号
ハ
中
「
該
当
し
な
い
旨
を
記
載
し
た
書
類
」
を
「
該
当
し
な
い
者
で
あ
る

こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
削
り
、
「
同
項
第
二
号
ニ
」
を
「
同
項
第
二
号

ハ
」
に
、
「
同
項
第
三
号
ニ
」
を
「
同
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
六
条
第
三
項
中
「
及
び
第
十
二
号
」
を
削
り
、
「
第
五
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
三
第
二
項
第
八
号
中
「
該
当
し
な
い
旨
を
記
載
し
た
書
類
」
を
「
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書

面
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
二
十
七
第
三
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
、
「
同
項
第
七
号
」
を
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「
同
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
中
「
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
及
び
第
七
条
の
四
中
「
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
十
二
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

一

氏
名
又
は
名
称

第
八
条
の
二
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
処
分
受
託
者
の
記
載
事
項
）

第
八
条
の
二
十
四

法
第
十
二
条
の
三
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称

二

処
分
を
担
当
し
た
者
の
氏
名

三

処
分
を
終
了
し
た
年
月
日

四

当
該
処
分
が
最
終
処
分
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
最
終
処
分
を
行
つ
た
場
所
の
所
在
地

第
八
条
の
二
十
六
の
見
出
し
を
「
（
管
理
票
交
付
者
の
管
理
票
の
写
し
の
保
存
期
間
）
」
に
改
め
る
。
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第
八
条
の
三
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
運
搬
受
託
者
の
管
理
票
等
の
保
存
期
間
）

第
八
条
の
三
十

法
第
十
二
条
の
三
第
八
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
八
条
の
三
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
処
分
受
託
者
の
管
理
票
の
保
存
期
間
）

第
八
条
の
三
十
の
二

法
第
十
二
条
の
三
第
九
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
九
条
の
二
第
二
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
九
条
の
二
第
五
項
中
「
第
十
二
条
の
十
一
の
三
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
の

四
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
五
第
三
項
」
に
、
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
四
第
二
項
第
八
号
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
二
条
の
十
一
の
三
第

三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
五
第
三
項
」
に
、
「
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第
十
三
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
が
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
再
委
託

で
き
る
場
合
）

第
十
条
の
七

法
第
十
四
条
第
十
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

中
間
処
理
業
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
中
間
処
理
業

者
が
行
つ
た
処
分
に
係
る
中
間
処
理
産
業
廃
棄
物
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
収
集
若
し
く
は
運
搬

又
は
処
分
（
最
終
処
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
つ
て

委
託
す
る
場
合

イ

産
業
廃
棄
物
の
運
搬
に
あ
つ
て
は
、
他
人
の
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
つ
て

委
託
し
よ
う
と
す
る
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
が
そ
の
事
業
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
。

ロ

産
業
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
輸
入
さ
れ
た
廃

棄
物
以
外
の
廃
棄
物
に
限
り
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、
他
人
の
産
業
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
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を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
つ
て
委
託
し
よ
う
と
す
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
が
そ
の
事
業
の

範
囲
に
含
ま
れ
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
。

ハ

委
託
契
約
は
、
書
面
に
よ
り
行
い
、
当
該
委
託
契
約
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
条
項
が
含
ま
れ
、

か
つ
、
第
八
条
の
四
で
定
め
る
書
面
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

委
託
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類
及
び
数
量

(1)

産
業
廃
棄
物
の
運
搬
を
委
託
す
る
と
き
は
、
運
搬
の
最
終
目
的
地
の
所
在
地

(2)

産
業
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
を
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
又
は
再
生
の
場
所
の
所
在
地
、
そ
の
処
分
又

(3)
は
再
生
の
方
法
及
び
そ
の
処
分
又
は
再
生
に
係
る
施
設
の
処
理
能
力

産
業
廃
棄
物
の
処
分
を
委
託
す
る
と
き
は
、
当
該
産
業
廃
棄
物
に
係
る
最
終
処
分
の
場
所
の
所
在
地
、
最
終
処

(4)
分
の
方
法
及
び
最
終
処
分
に
係
る
施
設
の
処
理
能
力

委
託
契
約
の
有
効
期
間

(5)

再
委
託
者
（
中
間
処
理
業
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
再
委
託
す

(6)
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
再
受
託
者
（
再
委
託
者
が
当
該
中
間
処
理
業
者
か
ら
受
託
し
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た
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
支
払
う
料
金

再
受
託
者
が
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

(7)
の
事
業
の
範
囲

産
業
廃
棄
物
の
運
搬
に
係
る
委
託
契
約
に
あ
つ
て
は
、
再
受
託
者
が
当
該
委
託
契
約
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
積

(8)
替
え
又
は
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
場
所
の
所
在
地
並
び
に
当
該
場
所
に
お
い
て

保
管
で
き
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類
及
び
当
該
場
所
に
係
る
積
替
え
の
た
め
の
保
管
上
限

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
委
託
契
約
に
係
る
産
業
廃
棄
物
が
令
第
六
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
安
定

(9)

(8)
型
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
積
替
え
又
は
保
管
を
行
う
場
所
に
お
い
て
他
の
廃
棄
物
と
混
合
す
る
こ
と

の
許
否
等
に
関
す
る
事
項

再
委
託
者
の
有
す
る
委
託
し
た
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情

(10)
報

当
該
産
業
廃
棄
物
の
性
状
及
び
荷
姿
に
関
す
る
事
項

(ｲ)
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通
常
の
保
管
状
況
の
下
で
の
腐
敗
、
揮
発
等
当
該
産
業
廃
棄
物
の
性
状
の
変
化
に
関
す
る
事
項

(ﾛ)

他
の
廃
棄
物
と
の
混
合
等
に
よ
り
生
ず
る
支
障
に
関
す
る
事
項

(ﾊ)

そ
の
他
当
該
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
際
に
注
意
す
べ
き
事
項

(ﾆ)
受
託
業
務
終
了
時
の
再
受
託
者
の
再
委
託
者
へ
の
報
告
に
関
す
る
事
項

(11)

委
託
契
約
を
解
除
し
た
場
合
の
処
理
さ
れ
な
い
産
業
廃
棄
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

(12)
ニ

ハ
に
規
定
す
る
委
託
契
約
書
及
び
書
面
を
そ
の
契
約
の
終
了
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

ホ

あ
ら
か
じ
め
、
当
該
中
間
処
理
業
者
に
対
し
て
再
受
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者

の
氏
名
を
含
む
。
）
及
び
当
該
委
託
が
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

当
該
委
託
に
つ
い
て
次
に
定
め
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
当
該
中
間
処
理
業
者
の
書
面
に
よ
る
承
諾
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

委
託
し
た
産
業
廃
棄
物
の
種
類
及
び
数
量

(1)

再
委
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
許
可
番
号

(2)

承
諾
の
年
月
日

(3)
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再
受
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
許
可
番
号

(4)
ヘ

ホ
に
規
定
す
る
書
面
の
写
し
を
そ
の
承
諾
を
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

ト

再
受
託
者
に
当
該
産
業
廃
棄
物
を
引
き
渡
す
際
に
は
、
そ
の
受
託
に
係
る
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ハ

か
ら

(1)

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
を
再
受
託
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

(4)

二

法
第
十
九
条
の
三
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九
条
の
五
又
は
第
十
九
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
命

令
を
受
け
た
者
が
、
当
該
命
令
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
、
当
該
者
に
当
該
命
令
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
処

理
を
委
託
し
た
者
の
承
認
を
得
て
他
人
に
そ
の
処
理
を
委
託
す
る
場
合

第
十
条
の
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
十
条
の
十
の
二

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か

ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
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も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第

二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う

ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具

体
的
事
由

四

当
該
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

第
十
条
の
十
九
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
が
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し

く
は
運
搬
又
は
処
分
を
再
委
託
で
き
る
場
合
）

第
十
条
の
十
九

法
第
十
四
条
の
四
第
十
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。
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一

中
間
処
理
業
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
（
当
該
中
間
処
理
業
者
が
行
つ
た
処
分
に
係
る
中
間
処

理
産
業
廃
棄
物
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
（
最
終
処
分
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
委
託
す
る
場
合

イ

第
十
条
の
七
第
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

ロ

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
文
書
で
通
知
す
る
こ
と
。

委
託
を
し
よ
う
と
す
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
種
類
、
数
量
、
性
状
及
び
荷
姿

(1)

当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
際
に
注
意
す
べ
き
事
項

(2)
ハ

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
又
は
処
分
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
令
第
六
条
の
六
第

一
号
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
運
搬
又
は
処
分
を
委
託
し
た
当
該
中
間
処
理
業
者
か
ら
通
知
さ
れ
た
同
号
に
規
定
す
る

環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
文
書
で
通
知
す
る
こ
と
。

二

法
第
十
九
条
の
三
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
九
条
の
五
又
は
第
十
九
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
命

令
を
受
け
た
者
が
、
当
該
命
令
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
、
当
該
者
に
当
該
命
令
に
係
る
特
別
管
理
産
業
廃
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棄
物
の
処
理
を
委
託
し
た
者
の
承
認
を
得
て
他
人
に
そ
の
処
理
を
委
託
す
る
場
合

第
十
条
の
二
十
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
十
条
の
二
十
四

法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か

ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

法
第
十
四
条
の
四
第
一
項
又
は
第
六
項
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第

二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う

ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
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体
的
事
由

四

当
該
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

第
十
一
条
第
六
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
十
一
条
第
八
項
中
「
第
十
二
条
の
十
一
の
三
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
の
四

第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
五
第
三
項
」
に
、
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
九
第
三
項
第
七
号
及
び
第
四
項
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
二
項
第
二
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
を
同
号
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
と
し
、
同
号
ロ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
中
「
第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
の
五
第
三
項
」
に
、
「
第

十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
、
「
同
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
」
を
「
同
項
第
二
号
ハ
か
ら
ヘ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
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の
十
一
の
五
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
一
の
三
第
二
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
十
二
条
の
十
一
の
三
第
三
項
中
「
第
十
二
条
の
十
一
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
に
、
「
第

十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
、
「
第
十
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
十
一
の
四
と
し
、
第
十
二

条
の
十
一
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
十
二
条
の
十
一
の
三

法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。
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一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

三

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

四

法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

五

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第

二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う

ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具

体
的
事
由

六

当
該
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

第
十
二
条
の
十
二
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

第
十
二
条
の
十
二
第
三
項
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
、
「
第
五
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
七
号

ま
で
」
に
改
め
る
。
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第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
第
三
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
、
「
同
項
第
七

号
」
を
「
同
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
中
「
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
中
「
令
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
令
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
四
中
「
令
第
十
七
条
」
を
「
令
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
四
条
の
四
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
二
十
六
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
の
三

第
十
二
条
の
十
一
の
四

様
式
第
二
十
七
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
の
四

第
十
二
条
の
十
一
の
五

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
環
境
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
四
条
を
附
則
第
五
条
と
し
、
附
則
第
三
条
を
附
則
第
四
条
と
し
、
附
則
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
環
境
省
令
第
三

十
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
に
基
づ
き
、
同
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
九
条
第
三
号
又
は
第
十
条
の
三
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運

搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
者
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
八
条
の
十
九
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

法
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
産
業
廃
棄
物
管
理
票
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
様
式
第
二
号
の
六
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。


